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の
令
和
４
年
度
分
の
住
民
税
均
等
割

が
非
課
税
で
あ
る
世
帯
。

■
支
給
額　
１
世
帯
当
た
り
５
万
円

※�

住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の

扶
養
親
族
等
の
み
か
ら
な
る
世
帯

は
対
象
外
で
す
。

※�

令
和
４
年
中
に
、
予
期
せ
ず
家
計

が
急
変
し
、
住
民
税
非
課
税
相
当

と
な
っ
た
世
帯
に
も
給
付
金
の
支

給
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
11
月
号

広
報
ま
た
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
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１
・
２
回
目
接
種
に
使
用
し
て
い

る
従
来
型
ワ
ク
チ
ン
は
、
年
内
で
国

か
ら
の
供
給
が
終
了
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　
初
回
接
種
ま
た
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

に
対
応
し
た
２
価
の
ワ
ク
チ
ン
（
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
２
価
ワ
ク
チ
ン
）

で
の
追
加
接
種
を
ご
希
望
の
方
は
、

な
る
べ
く
お
早
め
に
受
け
て
く
だ
さ

い
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
２
価
ワ
ク

チ
ン
は
、
１
・
２
回
目
接
種
が
完
了

し
な
け
れ
ば
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

　
接
種
か
ら
３
か
月
が
経
過
し
た
後

に
追
加
接
種
が
可
能
と
な
り
ま
す
の

で
、
計
画
的
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

※�

国
が
行
っ
て
い
る
「
特
例
臨
時
接

種
」
の
実
施
期
間
は
、
令
和
５
年

３
月
31
日
ま
で
で
す
。
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11
月
中
旬
に
、
対
象
と
な
る
世
帯

へ
案
内
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

■
送
付
対
象
世
帯

　
令
和
４
年
９
月
30
日
時
点
で
遠
軽

町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
世
帯
全
員

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、遠
軽
厚
生
病
院
の
発

熱
外
来
患
者
が
急
増
し
、通
常
診
療

に
も
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
事
態

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

地
域
医
療
を
守
る
た
め
に
も
、今
一

度
、感
染
拡
大
防
止
に
向
け
た
取
組

と
、コ
ロ
ナ
に
罹
患
し
た
際
の
適
切

な
対
応（
裏
面
参
照
）に
つ
い
て
、ご

理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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新
型
コ
ロ
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ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
急
拡
大

遠
軽
厚
生
病
院
の
発
熱
外
来
に
影
響

感染拡大防止に向けたお願い
　気温が下がり、屋内で過ごす時間が増える季節を迎え、オホーツク管内に
おいて、新型コロナウイルス感染症の日々の感染者数が過去最多を更新する
など、急速に感染が拡大しています。
　皆様におかれましては、改めて基本的な感染防止行動の徹底や、ワクチン
接種を検討いただき、感染拡大の防止と社会経済活動との両立に向けて、ご
理解・ご協力くださいますようお願い申し上げます。

基本的な感染防止行動 ( ３つの行動 ) の実践とワクチンの接種

・�三密回避、人との距離確保 、手指消毒、マスク着用、工夫した
換気 ( 気温低下等を考慮 ) を徹底

・�高齢者や基礎疾患のある方、そうした方々と会う方の双方が基
本的な感染防止行動を徹底

・短時間、深酒をせず、大声出さず、会話の時はマスクを着用

・�無症状で感染に不安を感じるときは、ワクチン接種の有無にか
かわらず自己検査

・�有症状で重症化リスクが高く、診察を希望する場合は、かかり
つけ医または健康相談センター ( ☎ 0120-501-507)に連絡

・�有症状で重症化リスクが低く、自己検査を希望す
　る場合は、陽性者登録センターに連絡
※検査キットのお申し込みはWebでお願いします。
( 電話によるお問い合わせ : ☎ 0120-025-451)

・接種できる時期に応じ、早期のワクチン接種を検討

遠軽厚生病院からの緊急メッセージ遠軽厚生病院からの緊急メッセージ
　日頃より、新型コロナウイルス感染症対策へのご協力、誠にあり
がとうございます。
　遠軽厚生病院では、発熱外来を設置して、新型コロナウイルス感
染症に罹患した方の診療及び感染が疑われる方の検査などを日々
行っております。
　今般、ご存じのとおり、北海道はもとより、遠軽町においても新
型コロナウイルス感染が再流行しており、当院の発熱外来受診者数
が急増しております。可能な限り、希望する患者様全員を受け入れ
てまいりましたが、通常診療に支障をきたしているのが現状です。
　つきましては、一部の患者様の新型コロナウイルスの検査につい
ては、裏面に記載している北海道の新型コロナウイルス感染症のフ
ロー図をご参照いただきたく、お願いする次第です。
　当院発熱外来では、高熱が出ている方や風邪症状が強い方などを
優先的に診療させていただき、一定の年齢制限を設け、重症者（※ 1）
に該当せず、重症化リスク因子（※ 2）に該当しない方の検査につ
いては、裏面の【抗原検査キットによる自己検査】を活用していた
だきますよう、ご協力をお願いいたします。
　年齢につきましては、北海道の案内では、【65 歳未満の方】と
ありますが、当院においては【11歳（小学 5年生）～ 49歳の方】
とさせていただきます。
　10 歳（小学 4年生）以下のお子様、並びに 50 歳以上の方につ
いては、今まで通り発熱外来での診療を継続いたします。
　今後も地域の皆様の健康を守るため、職員一同、精一杯新型コロ
ナウイルス感染症に対応してまいります。
　皆様のご理解・ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げま
す。
（※１）�水が飲めない、ぐったりして動けない、呼吸が苦しい、呼

吸が早い、発熱が 4日以上続くなど
（※２）�人工透析患者の方、妊娠中の方、抗がん剤による治療中ま

たは治療直後の方

ＪＡ北海道厚生連遠軽厚生病院　院長　稲葉　聡　
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